
2月は生活習慣病予防月間

生活習慣病を予防して健康な毎日

忘れないで･、.阪神・淡路大震災j

1月1 ワ日 で阪 神 ・淡路 大震 災

（兵 庫県 南部 地 震）から6 年 が経

過し ます。時 間の 経 過ととも に 、

地 震の 恐ろし さ やい ざと いう と

き の備 え の意識 が 薄れ てき てい

ませ んか 。

昨年 は 、北 海道 有珠 山 ・三宅

島 雄 山の 噴火 、鳥 取県 西部 地震

や 東海 地方 の 水害な ど の災 害 が

尊
い
命
や
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た

起こり、改めて地震や災害について考える機会と教訓を残しました。

いつ、どこで起きても不思議ではない地震に備え、防災について

家庭や地域で話し合い、日ごろから地震に対する正しい心構えを身

に付けておきましょう。

圖防災課？366 －7309

地震から自分を、家庭を雄域を守るポイント

１．自分自身の備え

儔身の安全を確保＠地震の揺れがちさまったら、余震に気を付けな

がら、火の元や周囲の状況を確認・火の手があかっていれば、すぐ

に初期消火を・けがをしている人がいれば、救出と応急手当てを

2. 家庭での備え

・家具や冷蔵庫などの固定と配置場所を考える・建物全体の点検と

必要に応じた補修＠非常持ち出し品のチェックおよび保管場所の確

認●家族全員で避難場所の確認

3. 地域での備え

日ごろから町会、自治会等を中心に組織的に活動できる体制づ＜

リ（自主防災組織の結成や防災訓練）をしておきましょう。

～自主防災組織を結成しましょう～

市では、自主防災組織結成への相談を行っています。また、結成

にあたって防災資機材購入費の補助制度がありますので、防災課

（？366 －7309 ）へお問い合わせください。

学習資料展関連事業
体験教室「ちょつと昔のせん

たく＆アイロン体験」

たらいとせんた＜

板・炭火アイロン・

ひ のし など を使 っ

て、昔のせんたく や

アイロンがけを体験

してみませんか。

日時…1 月27 日出～

3月24 日出の毎月第

2・4土曜日、午前10

時～午後3時
昨年の体験教室

会場…市立博物館プレイルーム前テラス

費用…無料

圃当日会場で（事前の申し込みは不要）

問市立博物館？384-8272

基調講演会｢ 心 筋 梗塞 はな ぜ起 こ る か｣

ライフスタイルの改善で心筋梗塞を予防しよう

講師…帝京大学医学部附属市原病院

病院長・道場信孝氏

日時…2 月14 日㈲

午後10130 分～3 時30 分

会場…市民劇場

定員…当日先着333 人

費用…無料

圃当日会場で（事前の申
し込みは不要）

がん・心臓病・脳卒中などは、その原因

として食生活の偏りや運動不足など、個人

の生活習慣が大きく影響しているというこ

とで、生活習慣病と呼ばれています。

発病を防ぐためには、生活習慣を見直し、

適切な生活リズムを保つことが大切です。

2月は生活習慣病予防月間です。市では期

間中、基調講演をはじめ、各種教室・相談

等を行います。ぜひ、あなたの健康管理に

お役立てください。

圖保健福祉課保健係？366-7486

生活習慣病予防月間行事日程表

行 事 名 日　時 内　容　／　講　師 会 場 定員/申込

糖尿病教室

糖尿病とのつきあい

方

2/ 7(;水)午後1時30分～

3時30分

主治医はあなた

講師松戸市医師会・山口卓秀氏

中央保健福祉

セン ター

定員先着

50人

圃電話で

保健福祉課

へ

2/9 廊午後1時30分～

3時30分

やさしい食事療法の基本～食品交換表の活用に

ついて

講師市立病院健康管理室管理栄養士

運動実技

講師MK グループ ・大矢和子氏

2/22 困午前10時～午

後1眄30分

糖尿病患者用食事の調理実習と試食

(1日目 、２日目の参加者から希望者を募ります)

定員先着

30人

心臓病予防教室

血圧と心臓病

2/19 ㈲午後1時30分

～3時30分

高血圧の正し い知識と合併症の予防法

講師市立病院循環器科部長・村山絋氏

やさしい食事療法の基本～ 減塩と栄養バラン ス

について

講師市立病院健康管理室管理栄養士

定員先着

50人

圃電話で

保健福祉課

へ

展示と相談

肺がん

2/ 1 ㈲～9 廊午前8時

30分～午後5時

肺がんについてのパネル展示と 相談

※相談日2/1 休)・2(劒・5(月)

市役所１階連

絡通路

不要献血

愛の献血と街頭キャ

ンペＬン

①2/13 ㈹

②2/23 廊

吝午前10時～午後4時

し献血の普及・啓発活動

①サミット稔

台店

②イトーヨー

カドーハ柱店

痴ほう症の方のため

の介護教室 ※

痴ほうでも 、安心し

て暮らすために！

2/19 ㈲

午後IE侍巧分

～3時30分

講話とグループワーク 厂呆けの家族を看取って」

助言者呆け老人を抱える 家族の会千葉県支部松戸

グループ

ビデオ上映「ボヶと向き合う 日々」

中央保健福祉

センター

定員先着

40人

圃電話で

中央保健福

祉センター

へ

2/26(3)

講演「痴ほう のヶ アを考える」

講師社会福祉法人浴風会 、高齢者痴呆介護研究研修

東京センター主任研究主幹・永田久美子氏

3/ 5(月)

講話とグループワーク｢ 新し い地域ケアの動き｣

※ヶア･ ハウスをめざして｡グループ･ ホームのくらし

助言者社会福祉士･ 鶴岡とし氏 、新松戸グループホ

ーム職員

対象…市内在住の人 費用…無料

※介護教室は、痴ほう症の人を介護している家族および関心のある市民が対象です。

申し込み方法…1月 押日㈲午前9時から、電話で吝申し込み先（ｲ呆健福祉課？366 －7486 、中央保健

福祉センター？366-7489) へ
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ひ と 昔 前 の 生 活 用 具
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２
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科

の
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す
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と
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。
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具
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江
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・
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等
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具

を

隹

つ

ゾ…
…
ｔ
み

‘。’ｙ
　
｝
乙
、，ｙ

］

手

お

け

・
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学
習
資
料
展

教
科
書
の
な
か
の
道
具
と
く
ら
し

日本人の死因は

第一位がん、第2位心臓病、第3位脳卒中で

す

圖保健福祉課保健係？366-7486



小
金
交
番
管
内
防
犯
協
会

八ケ崎の菊作り名人

宇田川栄二さん

八ヶ綺に住む宇田川栄二さん

は、菊作り歴30 年。昨年11 月、

東京都観光菊花大会で運輸大臣

賞を、また、富山県で開催され

た全日本菊花連盟全国大会でも

建設大臣賞を受賞しました。

｢ 大 会 の 期 日

に合わせて花が咲＜ように調整す

るのが一苦労。タイミングと駆け

引きが大切。シーズン中は菊にか

かりっきりで、目が離せません」

という宇田川さん。「家族旅行の

代わりに、全国各地で行われる大

会には、毎年夫婦で参加していま

す」と笑顔で話してくれましたＯ
運輸 大 臣賞 受賞 作品

ｎ
乙

ｎ
乙

３

［
］
バ

ド
ミ

ン

ト
ン

教

室

１
月
2
0日
～
２
月
1
0日
の
毎
週
土

曜
日

〔
全
四
回
〕
午
後
７
時
～
９
時

会

場
小
食

原
体
育
館

対
象
小
金
原

地
区
に
在
住
の
人

（
中
学
生
以
上

・

初
心
者
を
可
）
　
蓄
用

百
円

（
保
険

料
）

圃
当
日
会
場
で

固
体
育
指
導

青
貝
・
木
村
？
3
4
2
・
６

催
　
し
　
物

「
」
小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

新

春

芸

能

発

表

会

１
月
2
0
日
出

午
前
1
0
時
～

午
後

４

時

会

場
小
金
原

市
民

セ
ン

タ
ー

内

容
扨

謡
・
舞
踊

・
カ
ラ
オ
ヶ

ほ

か

春
用

無
料

固
小

金
原

老
人
福

祉
セ

ン

タ
ー

？
3
4
4

［
］
馬

橋

地

区

グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

大

会

１

月
2
1日

㈲
午
前
９

時
～
正
午
〔
小

雨

決
行

〕
　

会

場
八
ヶ

崎
小

学
校

校

庭

春
甬

百
円

（
保
険

料
）

匣
当

日
会

場
で

圜
体

育
指

導

奮

貝
・
泉

？
3
4
3
・
９
９

1
2月
2
0
日

、
二
三

ケ
丘

幼
稚

園
幼

年
消

防

ク
ラ
ブ

の
園
児
百

二
十
三

人

が
、
小

金
原

市
民

セ
ン

タ

ー
で
行

わ

れ
た
「
ふ
れ

あ

い
会

食
会
」
（
小

金
原

地
区

社
会

福
祉
協

議
会
主

催
）

に
参

加
し

ま
し

た
。

会

食
会

に
招

か
れ
た

お
年
寄

り

の

皆

さ
ん

は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
手

作
り

の
昼

食
と

と
も
に

、
お

そ
ろ

い
の
は

っ

ぴ
を
着

た
園
児

た
ち

の
合
唱

や
踊

昨
夕を

楽
し

み
ま
し

た
。

最

後
に

園
児
た

ち
は

、「

い
つ
ま
で

も
元

気
で

い
て
く

だ
さ

い
」
と

、
折

り
紙

で
作

っ
た
首

飾
昨

を
お
年

寄
り

一
人

ひ
と

り
に

プ
レ

ゼ
ン
ト

。
短

い

いつまでも 、元気でいてね

「
」
小

金

原

煎

茶

サ

ー

ク

ル

毎
月

三

回
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日
午

前
1
0
時
～
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場
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金
原
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内

容

東
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流

の
就

茶

の
け

い

こ
　

費
用
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四
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円

（
入
会

金
三

千

円

）
問

加

藤

？
3
4
8・
0
2
9
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【

】
民

謡

合

唱

団

コ

ア

ラ

毎
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三

土
曜

日
午

後

７
時

～
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ハ

ケ
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内

容
発

声
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・
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民
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・

唱
歌
・
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謡
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用

月
八
百
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（
入

会
金
な
し
）

圖
川

崎

？
3
4
2・
0
2
5
6

［

］
山

吹

ペ

ン

習

字

毎

月
第

二

・
四

火

曜
日
午

後

２
時

～
４

時

会
場
ハ

ケ

崎
市

民
セ

ン

タ

ー
　

費
用

月

千

五
百
円

（
入
会

金
千

円

）
圖
広

瀬

？
3
4
1・
6
9
7
9

会

員

募

集

［
］
小

金

原

ビ

ク
ト

リ

ー

（
少

年

野

球

）

毎
週
日
曜
日
、
祝
日
、
第
一
∵

四

土
曜
日
生

圜
９
時
～
午
後
５
時

会

場
午
前
中

＝
栗
ヶ
沢
小
学
校
、
午
後

＝
貝

の
花
小
学
校

対
象
小
学
一
年

生
以
上
の
男
女
　
眥

御
月
千
円
（
入

会
金
な
し
）

問
小
泉
？
3
4
4
・
4
8
1
6

「
」
土
曜

会
ダ
ン

ス
サ

ー
ク

ル
（
社

交

ダ
ン

ス

）

毎
週
土
曜
日
午
後
３
時
～
４
時
4
0

分

龠
場

小
金
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費

用
月
三
千
円
（
入
会
金
な
し
）

※
初
心
者
歓
迎

圖
野
村
？
3
4
4
・
5
3
2
8

（
火

・
水

・
日
曜
日
の
夜
間
の
み
）

時
間
で
し
た
が
、
お
年
寄
り
と
園
児

た
ち
は
す
っ
か
り
仲
良
し
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

小金原発

※身近な情報をお寄せください。

勇 気を出して･、.やってみよう
小金発

小金南中で普通救命講習会
小金南中学校で､全校生徒約600 人を対象とした普通救命講習が行われまし

た。人数が多いため、9月～11 月にかけて、数回に分けて講習を実施。1月９

日には修了証交付式が行われました。

生徒たちは消防署員の指導のもと、心肺七生法や止血法などの講習を受講Ｏ

ど れも 初 めて の 体験 で 、緊張し な

がらも 、真 剣な 表情 で取 り 組ん で

い まし た 。

「いざ という 時 、本 当に 自分に で

きる かな と不 安も ある け ど 、勇 気

を 出し て助け たいと 思う 」「もし 道

に倒れている 大がいたら 、絶対に助

けよう と 決心し た 」と生 徙たち。

人 の命 の大 切さ 、勇 気 を持 つこ

と などを 改めて学 んでい まし た。

ル
ヘ
の
参
加
者

も
年
々
増
え
て

き
て

い
ま
す
。

小

金
地
区
で
の

犯
罪
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
、

今
後
も
パ
ト
ロ

ー
ル
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

地
域
の

安
全
の
た
め
に
頑
張

っ
て
い

ま
す

ぼく た ちに も でき る 、人 命 救助

は
、
犯

罪
防
止

を
目

的
に

、
小
金

地
区

を
南

部
三

ブ
ロ

ッ
ク
、

北
部
四

ブ

ロ
ッ
ク

に
分
け

て

パ
ト

ロ

ー
ル
し

ま
し
た

。

ブ
ロ
ッ

ク
長

の
平

田
保

之

さ
ん
は

、「
こ

の

集
会

も
三

回
目
と

な
り

、
各

ブ
ロ
ッ

ク
で

の

防
犯

意
識

も
高
ま

っ
て

い
ま
す

。

パ
ト
ロ

ー

歳
末
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

植 木 の剪 定 講習 会

2月５日㈲ ～7日㈲午 前10時～午後3 時〔全

3回〕 会場松戸市育苗 圃（金ケ作）　対象

市内在住で60歳以上の人 定員30 人（抽選）

費 用無料

圃1 月19 日廊 〔必着〕 までに 、往 復ハガ キ

に住所・氏名・生年 月日・電話 番号・返信

用あて名 を記入し て、〒270-2251 松 戸市

金ケ作277の4 飭 松戸市 シルバ ー人材セン

タ ー（？384-3191) へ

世 界 の 料 理 教 室 （韓 国 編 ）

１月25日㈲ 午前9時30 分～午後2 時　会場

市民会館　メニ ュー白菜 キムチ・ユッケジ

ャン　講師釜脊 貪氏 （韓国出身） 定員先

着20 人　持ち 物エプロン・白菜半個 を一晩

塩漬けにしたもの・キ

ムチを持ち帰る容器

費用1,500円

圃電話で聯 松戸市国

際交流協会？366-73

10へ

松 戸 税 務 署 ア ル バ イ ト を 募 集

期間2 月中 旬～3 月下旬　対象主婦・学生

募集人数若干名

圖 松戸税務署総務課？363-1171

自宅 の耐 震 相談 を し て み ま せ ん か

１月25 日（木）午前10時～午後4 時　会場八柱

市民セン ター　内 容木造住宅 の簡易 耐震診

断・補強方法の相談　費用無料

※自宅の平面図 （間取り図） を必ずご持参

ください。

※次回は小金･ 小金原･ 馬橋地区の予定 です。

圃電話 で建築指導 課構造設備 係？366-73

68 へ

公民館市民大学講座「ボランティア国

際年にボランティアを学ぶ」

期日 内　容

1/30

(火)

今年は「ボランティア国際年
」

日本人が提案した国際年
いま、なぜボランティア国際年？
「ボランティアとは」

2/6

㈹

ボランティア活動の歴史
西欧で　日本で
｢ボランティア学習とは｣

2/13

㈹

広がるボランティア活動
さまざまな分野で

「受け手」が「送り手］に

2/20

(火)

あな たはどうし ます？

あなたは 住んでいる所 が好 きですか？
より よい地 域をつく る ために 、身 近

に できること は？

「松戸」 が願っているこ と

時間午後7 時～8時30分　会場女 哇センタ

ーゆうまつど　講師聖徳 大学教授・松下信

子氏 定 員先着50 人　費用無料

圃 電話 で公民館？368-1214 へ

小・中学校入学通知書を各家庭に郵送

今春4月、市立小学校へ約4,500人、市立

中学校へ約3,900人が入学する予定です。

入学通知書は、１月25日ころ郵送する予

定です。該当するお子さんがいて、１月末

までに通知書が届かない場合は、ご連絡く

ださい。入学指定校に入学することができ

ない特別な事情がある場合は、学務課まで

ご相談ください。

圖教育委員会学務課学務係≪366-7457

講 演 「心 病 む人 と の 接 し 方」

１月27 日出 午後1 時30 分～4 時　会場女性

センター ゆうまつど　内容患者 と家族 の接

し方 をＳＳＴ（生活技 能訓練） を試 み、具 体

的に学ぶ　講師国立精神神経研 究所 職員・

土屋徹氏　 費用無料

匣 当 日会場 で

圖 松戸市 精神障害者家族会土 曜会･ 武井？

362-8215

東葛 飾 地方 家 庭 科 、技術 ・家 庭科 作 品 展

１月18 日用 ～21 日(日)午前9 時 ～午後6 時

会場 アミュゼ柏( 柏駅東口下車徒歩10 分)

内容東葛飾地域の小・中学生 が制作 した作

品を展示　費 用入場無料

問 教育委 員会指導課？366-7458

特定優良賃貸住宅の入居者を募集

下記の住宅は平成12年12月から千葉県の

家賃減額補助に加えて、さらに公社独自の

特別減額措置を講じることにより、入居者

負担額（実際にお支払いただく額）を引き

下げていまず　
募集概要

名　称 グレース・レジデンス

所　在 松戸市河原塚111 の1

交　通 JR 武蔵野線新八柱駅下車徒歩20分

構　造 鉄 筋コン ク リ ート 造3 階 建 （7 棟 ）

管理開始日 平成8年12 月

募 集数 45 戸

間 取り 3LDK  (67.19 雨

家　賃
96,000円～100,000 円（収入に応

じて家賃補助かあります）

受 付日時１月20日出・21 日(日》各午前10 時

30分～午後4 時　受付場所現地集会所

奈全戸駐車場あり

※詳細はお問い合 わせ くだ さい。

固 千 葉県住 宅供 給公社？043-227-5673

訂正

広報まつど12 月15 日号に掲載した、

日主宅リフォーム相談と市民講座〔1
月20 日出開催〕］の会場は、馬橋東

市民センターの誤りでした。

圖松戸住宅リフォーム相談員協議会

（住宅課内）？366-7366

小金・小金原・

馬橋発

馬橋支所版

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
た
ち

ふ
れ
あ
い
会
食
会
に
参
加

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小金発

を
実
施

1
2行
1
6日
、
小
金
交
番
管
内
防
犯
協
会



［
］
花
ペ
イ
ン
ト
サ
ー
ク
ル

毎
月
第

∇

三
水
曜
日
午
後
１
時

～
３
時

龠
場

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
別
館
　
内
容
木
・
布
・
革
・
素
焼

き
鉢
な
ど
に
描
く
　
巷
乕

月
三
千
円

（
入
会
金
千
円
）

固
牡
塹

昔
3
8
5
・
4
1
2
6

［
］
カ

ー
ナ

ニ
フ

ラ
ハ

ケ

崎

（
フ

ラ

ダ
ン

ス

）

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
～
５
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
モ
ダ
ン

・
古
典
・
楽
器
・
ケ
イ
キ
フ
ラ
　
費

会

員

募

集

用
月
四
千
円
（
入
会
金
三
千
円
）

圖
斉
藤
？
3
4
5
・
5
9
3
9

［
］
五

香

社

交
ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
3
0分
～
８

時
4
5分

会
場
五
香
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
多
少
経
験
の
あ
る
人
　
眥

脚
拜

二
千
円

（
入
会
全

一
千
円
）

固

山
地
？
3
8
7
・
0
4
4
8

「
」
す
み

れ
ダ
ン
ス

サ

ー
ク
ル
（
社

交
ダ

ン

ス

）

毎
週
金
曜
日
午
後
６
時
～
９
時

会
場
東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
　
眥
用

月
二
千
五
百
円

（
入
会
金
二
千
円
）

※
初
心
者
歓
迎

圖
伊
藤
？
3
9
1
・
1
8
2
2

1
2月
1
4
日
、

高
木
第

二
小

学
校
Ｐ

Ｔ

Ａ
コ

ー
ラ

ス
部

の
皆

さ

ん
が
、

六

高

台
病

院
の

ク
リ
ス

マ
ス
会

で
コ

ン

サ

ー
ト

を
行

い
ま
し

た
。

こ

れ
は
、
入

院
し
て

い
る
患
者

さ

ん
や

ご
家
族
に

「
歌

の
ク
リ

ス

マ
ス

プ
レ

ゼ
ン
ト
を

」
と
行

わ

れ
た
も

の

で

、
今
年

で
二

回
目

に
な
り

ま
す

。

「
朧
月

夜
」
や
「
き
よ

し
こ

の
夜
」

’な

ど
、

だ
れ
も

が
囗

ず
さ

め
る
よ
う

な

歌

が
中
心

の
ク
リ

ス
マ

ス
コ
ン

サ

ー
ト

。
聴
衆

の
皆

さ
ん
は

、
美
し

い

歌

声
に

、
う

っ
と
り

と
耳

を
傾
け

て

い
ま
し

た

。

※

品

物

の
提

供

も

お

願

い
し

ま

す

。

電

話

を

い
た
だ

け
れ

ば
、

お
伺

い

し

ま
す

。

圖
松

戸
手

を
つ

な
ぐ
育

成
会

？
3
6
5・

9
9
8
0

（
月

～
金

曜
日

の
午

前
1
0

時
～

午
後

２
時
）

［

］
指

編

み

講

習

会

（
指

編

み

の

小

物

）

１

月
2
5
日

、
２

月

８
日

・
2
2
日

、

３
月

８
日

・
2
2日

の
各
木

曜
日

午

前

1
0時
～
正

午

〔
全

五
回

〕
　

会
場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健
康
福

祉

会
館

）
　

対

象

六
十
五

歳
以

上

の
人

ま
た

は
障

害

を

お
持

ち

の
人
　

定
員

先
着
二

十

五

人
　

眥

朋
材
料
費

実
費

圃
電

話
ま

た
は

フ

ァ
ク
ス
で

、
松

の

実

の
会

・
秋
元

？

隰
3
6
2
・
6
4
7
5

へ

（
電
話
は
午
後
８
時
～
９

時
3
0分
）

最後に「朧月夜」をみんなで大合唱

［
］
福

祉

バ

ザ

ー

ー
月
2
7日
出
午
前
1
0時
～
午
後
０

時
3
0分

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

催
　
し
　
物

用

人
場

無
料

目
松

戸
市
民

カ

ラ

オ

ケ
歌
謡

協

会

・

中

村

？
3
6
8・
８
６

［
］
松

戸

青
年

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク
ル

ニ

十

六

周
年

パ

ー
テ

ィ

ー

２
月
４
日
㈲
午
後
５
時
～
８
時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

千
五
百
円
（
飲
食
代
を
含
む
）

圖
松
戸
青
年
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

・
大
木

？
0
9
0
・
2
4
7
3

‘
3
8
2

8
（
夜
間
の
み
）

［
］
ソ

フ

ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

・
フ

ァ
ミ

リ

ー
バ

ド
ミ

ン

ト

ン

教

室

１
月
2
1日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
第
一
小
学
校
　
呰
乕

百

円
（
保
険
料
）

圃
当
日
会
場
で

國
体
育
指
導

青
貝

よ
（
戸
？
3
8
9
・
８

［
］
新

春

剴一
愛

の
チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

歌
謡

音
楽

祭

１
月
2
1日
㈲
午
前
９
時
1
5分
～
午

後
７
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　費

【
】
こ

ひ

つ

じ

お

は
な

し

会

１
月
1
7日
水
午
後
２
時
3
0分
～
３

時
3
0分
　

会
場
市
川
こ
ど
も
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
ハ

柱
店

前
）
　
内
容
グ
リ
ム
童
話
等
の
読
み

聞
か
せ
と
人
形
劇
　

講
師
劇
団
天
童

主
宰
・
浜
島
代
志
子
氏
　
定
員
当
日

先
着
三
十
人

費
用
無
料

圖
こ
ひ
つ
じ
お
は
な
し
会
・
市
川

昔

3
8
3
・
2
3
1
2

［
］
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「
失

わ

れ

ゆ
く

千

葉

の

植

物
」

１
月
2
1日

㈲
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分

龠
璢

サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
八
柱
駅

下
車
徒
歩
二
分
）
　

講
師
福
田
洋
氏

鷙
用
無
料

問
金
本
（
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内
）
？

3
8
6
・
0
2
2
1

「
」
川

中

美

幸

歌
謡

シ

ョ

ー

２
月
３
日
出
昼
の
部
＝
午
後
２
時

か
ら
　
夜
の
部
＝
午
後
６
時
か
ら

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1

固
松
戸
市
商
店
会
連
合
会

（
松
戸
商

工
会
議
所
内
）
？
3
6
4
・
3
1
1
8

市 立博 物館 館長 講演 会｢ 考古 学を 考 える｣

１月27 日出 午後1 時30分～3 時　会場博物

館 実習 室　内容 市立博物館の岩崎卓也館長

が考古学 につい て語 る　定 員当 日先着40人

費用無料

※1月から隔月第4土曜日に開催します。

圖 市立博物館S384-8272

ビ デ オ編 集 講 座( 初 級 ・中 級)

１月19 日窗 ・20 日出 ・21 日(日)各午後1時

30分～4時30 分　 会場 森のホール21情報 セ

ンター　内 容自分の撮影し たビデ オに タイ

トル・音楽を入 れて オリジナル作品 を作る

対象初 めて講座を受ける人　定員各日先着

6人　 持ち 物自分で撮影し たビデ オテ ープ

と新しいビ デオテープ 費用無料

跟1 月16日詬 午前9時30 分から､電話 で森の

思春 期 な や み相 談

2月６日脚 午後2 時～4 時　 会場松戸保健

所　内容臨床心理士 による思春 期のこころ

・からだ・性等のなや みに関 する相談　対

象本人・家族 または関係者　費用無料

圃 電話 で松戸保健所地域指導課？361-21

21 へ

市 立 博 物 館 考 古 学 講 座 「考 古 学 から み

た日 本 の 歴 史 一 古 代 ～ 近 世 編」

2月４日～3 月18 日の隔週 日曜日午前10 時

～11 時30 分 〔全4 回 〕　 会 場博 物 館講 堂

内容旧石器時代 から近 世まで、最新の考古

学の研究成果 から日本の歴 史を見直す シリ

ーズの5年目　 講師博物 館学芸 員　定員80

人 （抽選） 費用無料

圃1 月26 日廊〔必着 〕までに 、往復ハガ キに

住所・氏名・電話番号 を記入して、〒270-

2252 松戸 市子駄堀671　 市立博物 館「考古

学講座」係 （？384-8272) へ

起 業 家 養 成 講 座

2月３日～3 月24 日の毎週土 曜日午前10 時

～午後3時　会場テ クノピラミッド( 千葉市)

対象起業家 をめざす女|ヽ生( パソ コン操作 が

ある程度できる人) 定員15人( 抽選) 費

用3,000円程度( テキス ト代)

圃1 月20 日出〔必 着〕までに、往復ハガ キに

講座名・住所・氏名( フリガナ)・年齢・電

話番 号・返信用 あて名 を記入 して、〒277

-0882 柏市柏 の葉4の3 の1　 さわや かちば

県民プラザ事業課(S0471 -40-861 5) へ

六実発

六
高
台
病
院
で
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

常盤平発

牧 の原2 丁目 町会で は 、「牧の

原を 愛する集 い」を 開催し ます。

こ れは「新 世紀の幕 開けに 、

単純な 新年会 ではな ＜ 、地域 へ

の理 解や交流 がより深 まるき っ

かけとな るよう な集 まりを」と

企画さ れたも のです。

どな たでも 参加で きます。 皆

さん 、お気軽 にお越しく ださい 。

命日 時　1 月21 日日 午前11 時～

午 後2 時

◆会場　 八柱 市民センタ ー

命内 容　映画 ・ビデ オ（松戸の

紹介 ）の上映､ 懇 親会（新 年会）

命費用　500 円 （懇 親会参加 者

の み）

圖 坂本？384-1882

六実発

野鳥が飛来する遊水池

常盤平・六実・

東部支所版

※身近な情報をお寄せください。

雪
づ
り
は
雪
の
重
み
か
ら
樹
木
の

技
折
れ
を
防
ぐ
た
め
、
縄
を
使
っ
て

枝
を
つ
る
も
の
。
雪
の
少
な
い
地
方

で
も
冬
の
風
物
と
し
て
、
そ
の
伝
統

技
術
が
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

八
柱
霊
園
で
は
金
沢
兼
六
園
で
行

わ
れ
て
い
る
、
リ
ン
ゴ
づ
ひ
型
の
雪

づ
り

が
見
ら
れ
ま
す
。
期
間
は
３
月

末
ま
で
で
す
。

圖
八
柱
霊
園
公
園
管
理
事
務
所
？
3
8
7

八
柱
霊
園
の
い
こ

い
の
広

場
周
辺
に
は
、
自
生
の
間
黒

松
（
ア
イ
グ
ロ
マ
ツ
）
が
群

生
し
て
お
り
、
こ
の
景
観
を

生
か
そ
う
と
、
松
に
「
雪
づ

り
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

東部発

『
雪
　
づ
　
り
』

松 の「 雪づり 」

八

柱
霊

園

で

松

の
冬

支

度

バードウォッチング
高柳新田のクリーンセンター北側にある遊水池で、

カルガモなどの野鳥が観察できるのをご存じですか。

また､クリーンセンターに併設されている公園にも、

さまざまな野鳥がいます。公園を散策がてら、バード

ウォッチングを楽しんでみてはいかがですか。隣接の

六実高柳老人福祉センターでは、無料で双眼鏡の貸し

出しも行っています。お気軽にご利用＜ださい。

圖]六実高柳老人福祉センター？386-3478

松 戸 駅 市 民 ギ ャ ラ リ ー の利 用 受 け付 け

と説 明 会

1月24日休）午後6時 から　会場京葉ガ スＦ

ビ ル6階会 議室　内容3 月30日窗 ～6 月22 日

銜 の利用 分　利用資格 個人・団体・プ 囗・

ア マ問 わず、市内に在住・在勤で自作品 を

展示 できる人（前回当選し た抽選 日より １

年未満 、子 ども・学生・営業・宣伝目的 は

不可） 持ち物筆記用具・印鑑 費用無料

※空 きがあれば1 月25日㈲ から電話 で受 け

付けます。

固社会教育課市民文

化係？366-7462

人 形 劇 を みよ う

１月27日出 午後3 時～3時45 分（2時30分開

場）　会場 六実市民センター、内容 「ウル

トラP 」 ・劇団こ がね むし　対象3 歳以上 、

幼 児は保護者 同伴　定 員先着150 人　費用

無料

圃 電話 で常盤平児童福祉館登387-3320  (月

曜休館） へ

愛 の 献 血 （松 戸 東 ラ イ オン ズ クラ ブ ）

１月27日出 午前10時～11 時45分 、午後1時

～4時　会場 ダイエー新松戸店 前

固 保健福祉課a366-7487

木 材 業 者 お よび 製 材 業 者登 録 の更 新

平成10年度に木 材お よび製材業者の登録

をさ れた人につい ては、平成13 年3 月31 日

で有効期間が満了 になり ますの で、3 月1日

(村までに千葉県に登録 の更 新手 続きが必要

となりま す。手続 きに つい ては、各木 材組

合にお問い合 わせください。

問 千 葉県東葛飾支庁産業課 林産 係？361-

2116

水道モニターを募集

対象県営水道を使っている20歳以上の人

で、会議( 年2～3回程度・平日開催) に必

ず出席できる人　募集人数50人　任期平成

13年4月1日～14年3月31日　内容アンケー

トの回答、意見・要望の提出( 随時)、懇

談会等の出席、施設見学会の参加　謝礼年

10,000円

匝]1月31日團〔消印有効〕までに、往復八

ガキに郵便番号・住所・氏名(フリガナ)・

生年月日(年齢)・性別・電話番号・職業・

水道についての関心事(200字程度)・返信

用あ て名 を記 入して 、

〒260-8650 千葉県水

道局 総 務 企 画課 広 報

災害班 （？043-223

-4500) へ

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
木
第
二
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス
部

牧の原を
愛する集い２１

散歩のついでに

ホール21情報センター

？384-5050 へ



文
化
財
を
み
ん
な
で
守
ろ
う

防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
す

「
」
と

も
し

び

読

書

会

毎
月
第
三
木
曜
日
午
前
1
0時
～
正

午

龠
場

女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
　
内
容
読
後
感
を
話
し
合
う
　
対

象
本
好
き
の
人

杤
ｍ

肖

三
百
円
（
入

会
金
な
し
）

固
三
戸
？
3
8
9
・
7
6
6
0

［
］
健

康
体

操

ホ

ッ

プ
ス

テ

ッ

プ

毎
週
金
曜
日
壬

圜
1
0時
～
1
1時
3
0

分

会
場
青
少
年

会
館

対
象
成
人

女
性

持
ち
物
上
履
き

眥

脚
月
二

千
円
（
入
会
金
千
円
）

固
上
山
？
3
4
8
・
2
6
5
8

【
】
松

戸

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

ク

ラ

ブ

毎
週
火
・
金
曜
日
午
前
９
時
～
午

「
」
税

務
無

料

相

談

１
月
2
3日
㈹
・
3
1日
伽
、
２
月
６

日
天
・
1
5日
水
・
2
0日
㈹
・
2
8日
伽

午
前
1
0時
～
午
後
３
時

会
場
松
戸

栄
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
（
松
戸

催
 
し
 

物

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

後
１
時

会
場
運
動
公
園
体
育
館

対
乕
成
人
女
性

苣
脚
拜
二
千
円
（
入

会
金
千
円
）

問
安
部
？
3
6
2
・
3
9
8
6

「
」
万

作

踊
り

保

存

会

毎
週
火
曜
ま
た
は
金
曜
日
、
午
前

1
0時
～
午
後
４
時

会
場
市
民
会
館

内
容
八
百
年
前
か
ら
の
踊
り
の
伝
承

費
用

月
二
千
五
百
円
程
度
（
会
場
使

用
料
等
、
入
会
金
な
し
）

圖
石
井
？
3
6
4
・
0
1
8
0

栄
郵

便
局

ビ
ル
ニ

階
）
　

内

容
税
理

士

に
よ

る
一
人
三

十
分

程
度

の
税

務

相

談
　

定

員

各
先

着
四
人

奈
松

戸
南

郵
便
局

（
１
月
3
1
日

則
、

２
月
2
1
日

水
）
、
松
戸
郵

便
局

（
２

月
2
8
日

水
）

で
も
税

務
に

つ

い
て

の
郵

便
局
無
料
相
談

を
行

い
ま
す

。

詳

細

は
松
戸

栄
暮
ら

し

の
相
談

セ

ン

タ
ー
に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ

い
。

腮

松
戸

栄
暮
ら
し

の
祖
談

セ
ン

タ
ー

？
3
6
0・
β０
戸０
１

り
Λ｝

【
】
ピ

ア

ノ

で

歌

お

う

パ

ー

ト

Ⅱ

１
月
1
8
日

水
午
前

１１一
時
～

午
後

１

時

会
場

市
民
会

館

内

容
平
沢

諭

氏

の
歌
唱

指
導

に
よ

る

「
Ｎ

Ｅ
Ｖ

Ｅ

Ｒ
　

Ｅ
Ｎ

Ｄ
」

ほ
か
　

春
用

五

百
円

圖

女
ｆ
久

口
唱
団
チ

ェ
チ

ー
リ
ア

・
阿

部

？
3
6
2・
2
2
5
8

［

］
お

正

月

太

り

解

消

シ

ェ

イ

プ

ア

ッ

プ

１
宀
月
2
5
日
こ
四
、

２

日
い
５

日
Ｉ
側

’
８

日

本

・
1
5
日

米

午

前
1
0
時

～
1
1
1
1

一
時
3
0

分

会

場

柿
ノ

本

曾
公

園

体

育

館

内

容

中

高

年

を

対

象

に

し

た

簡

単

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

・
筋

力

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

と

講

義
　

対

象
四

十

歳

以

上

の

人

定

員

先

着

十

人
　

春
乕

一

回

五

百

円

圃

電

話

で

千

葉

県

体

育

指

導
員

・
金

子

？
3
4
5・
6
1
3
7

へ

［
］
支

部

認

証

三

十

周

年

記

念

盆

圃
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
松
戸

ま
ち
づ
く
旦

父
流
室
テ
ン
ト
小
屋

？

3
6
7
・
8
8
8
9

囲
3
6
7
・
8
8
2
7

へ

教室 名 等 日　時 会場 定員/費用

バス・ポプリ教室

天然ハープで冬のバス・ポ

プ リを作る

1/26R 午前10

時30 分～ 午後

O時30 分

松戸

ま
ち
づ
く
リ
交
流
室
テ
ン
ト

小
屋

（東

葛
合
同
庁
舎
前
）

先着18人

1,200円

ちぎり絵教室

和紙のちぎり絵で色紙にお

ひな様を描く

1/27圉

午前10 時～正

午

先着18人

1,700円

おひ な様づくり教室

ちりめん布でポプリ人リの

おひな様を作る

1/29C月)

午前10 時～正

午

先着18人

1,300円

［
］
ま

ち

づ
く

り

寺

子

屋

講

座

会

員

募

集

二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
と
な

っ
た
今
年
の
元
旦
。
穏
や
か
な

年
明
け
を
迎
え
た
こ
の
日
、
市

内
各
地
の
神
社
で
は
、
大
勢
の

参
拝
客
が
訪
れ
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

根
本
に
あ
る
金
山
神
社
＝
写

真
＝
で
は
、
家
族
連
れ
や
カ
ッ

プ
ル
な
ど
多
く
の
人
が
、
今
年

一
年
の
開
運
を
祈
願
し
、
お
汁

粉
や
甘
酒
の
振
る
舞
い
に
新
春

を
昧
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
の
幕
開
け

金
山
神
社
で
初
も
う
で

防犯パトロールを実施しています

「家 族 一人 ひ と り

または地 域みんな で 、

防火 対 策 に取 り 組 ん

でい き まし ょう 」 と

横須 賀2 丁目 町 会は 、

昨年11 月から 防 犯パ

トロ ー ル を 行っ て い

ます＝写 真＝。

こ こ 数 年 の市 内 の

火災原因は放火または放火の疑いがトップであったこ

とから、同町会では、防火啓発リーフレットの配布も

して、町ぐるみで放火されない、させない環境づ＜り

に取り組んでいます。

本庁発

～ シャル ・ウ ィ ・ダ ンス ・ウ イ

ズ・ サ クソホ ン～

日 時 …1 月17 日冰）午後O 時15 分

～O 時45 分

会 場 …市役 所1 階 連絡 通路

奏 者 …鈴木 慶子 （サクソ ホン ）、

片山 泰子 （ピア 刀

演奏 曲… 「タン ゴの歴 史」 ほか

費 用 …無料

※生 の演奏 をお 子さ んとご 一緒

に 気軽に お楽し みく ださ い。

圜社 会教育 課？366-7462

※身近な情報をお寄せください。

掛
け
声
に
合
わ
せ
、
力
強

く

も
ち
が
つ
か
れ
ま
し
た

二
丁
目
町
会
と
新
松
戸
駅
前
商

店
会
と
が
合
同
で
、
ま
た
1
7日

に
サ
ン
ラ
イ
ト
パ
ス
ト
ラ
ル
五

番
街
管
理
組
合
（
同
弐
番
街
管

理
組
合
＝
2
4日
）
、
2
3日
に
三

村
新
町
子
ど
も
会
育
成
会
が
そ

れ
ぞ
れ
開
催
。
ど
の
会
場
に
も

大
勢
の
人
が
参
加
し
、
元
気
よ

く
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。

困

午
侖
1
0
時
か

ら

サ
ブ

会
場
…

博
物
館

＝

１
月

Ｗ一
日

團
午

前
1
0時
3
0

分

か
ら

、
本

土
寺

＝
１

月

2
6日

窗
午

前
1
0
時
か
ら

、

万
満

寺

＝
１
月
2
6
日

窗
午

後

２
時

か
ら

圜

社
会

教
育
課

？
3
6
6
・
７

、
　
「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
の
掛
け
声
恚
高
ら
か
に
、

も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
1
2月
９
日
に
新
松
戸

１
月
2
6日
は
文
化
財
防
火

デ
ー
。
昭
和
2
4年

の
こ
の
日
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
損
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
全
国
的
な
文
化
財
防
火
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
、
市
内
四
ヵ
所
で
市
消
防
局
・
地
域
の
住

民
な
ど
が
参
加
し
て
、
防
火
訓
練
を
行
い
ま
す
。

メ
ー
ン
会
場
上

尸
定
邸
（
写

具
）
＝
１
月
2
5日

町山宏之市議が死去
市議会 議員・町山宏之氏 （政和 会所属）が、12 月27 日

死 去さ れまし た。

享年53 歳でした。

町山氏 は、昭和53 年11 月 から、６期市議会議 員に当 選。

この間、議長 をはじ め、建設常任委員会委 員長 、教育民

生 常任委員会委 員長 、監査委員など要職 を歴任 し、経験

豊富な議員と して永年 にわたり活躍 されました。

ま た、議長在職中 は、千葉県市議会議長会会 長、関東

市議会議長会副会長 、全 国市議会議長会理 事としても活

躍さ れまし た。

謹んで、ご冥福 をお祈 りいたしま す。

２月14 日㈲・15 日㈲午 前９時30 分～午後

５時　会場 市消防局５階 講堂　定 員先着130

人 費用4,000円 （テ キスト代等）

匣］1月18日（木）～25 日㈲の間に、直接市内各

消防署または消防局予防課 へ（ただし消 防

局 予防課は土 ・日曜日を除 く）

圖 消防局予防課査察調査係？363-1114

矢切公民館は2月12日㈱、館内保守点検

のため休館します。

圖公民館？368-1214

１月27 日(士)午前９時30 分～午後ｏ時30 分

会場市消防局５階 講堂　内容心肺 そ生法・

I卜ml法　定員先着50人　費用無料

系一時保育あり( ２歳以上就学前、おやつ

代1人200円、要

予約）

圃1月18日困までの

午前8時30分～午後

5時の間に、電話で

消防局救急防災課指

導係？363-1116 へ

福祉サービスに関する苦情解決

市が提供 する福祉サ ービ スに関 する苦情

解決 の仕 組みが整備 されました。

皆さんがご利用になっている市の福祉 サ

ービスに苦情をお持ちの場合、 まずご利用

になっている福祉サ ービ ス施設に設置 され

た苦 情受 付担当者 にご相談ください。

対 象となる福祉サ ービ ス施設 は、別表 の

37施設で す。 すべての施設に苦情受付担当

者 と苦情 解決責任 者 が設 置さ れてい ます。

受 け付けら れた苦情 は、 すべて苦情解決 責

任 者に報告さ れるほ か、第三者委員 として

設 置さ れた苦情相談員 （民生児童委 員の中

から選出された3 人）に も報告 されます。

なお、苦情 を直接この苦情相談員に申 し

出ることもできます。

苦情解決責任者 は、苦情申出人 と誠 意を

もって話し合い、解決に努 めます。その際、

苦 情申出人は、苦情相談員の助言 や立 ち会

いを求めることができます。

また、苦情に関する結果につい て、どの

ような苦情が出さ れ、どの ように解決 され

たかを分かりやすく公表 します（住所・氏

名 ・電話番号等の個人情報に関 する もの は

除 きます）。

この苦情解決 の仕組 みは、２段 階に なっ

てお り、そ れぞ れの福祉サ ービ ス施設や市

で解決できない苦情は、

千葉 県社会 福祉 協議会

に設 置 され た運 営適正

委 員会に も申 し出 るこ

とができ ます。

※千葉県運営適正委員会の連絡先 （福祉 サ

ービス利用者 サポ ートセン ター）〒260－

8508 千葉市中央区千葉港４の３　千葉県

社会福祉 セン ター内？043-246-0294

HDB043―204 ―6013

氏　名 住　所 電話番 号

伊東正義 常盤平6の7の5 387－7443

柴田弘子 小金原9の8の12 344-3838

木村和子 松戸595の56 362-1830

対象となる福祉施設（市営の37施設）

・こ ども発達 センタ ー( 知 的障害者 通園

施設 、肢体不 自由児通園施 設) ・ 養護老

人ホーム松風荘・のぞみ学 園ｅ保育所(23

施設) ・常盤平 児童福 祉館・母子福 祉セ

ン ター・老 人福祉 セン ター(5 施設)・在

宅介護 支援 センタ ー(2 施 設)ｓ障害者 福

祉セン ター

本庁・新松戸・

矢切支所版

圖健康福祉本部企画管理室？366 -7350

本庁発

シティ・ミニコンサート

町ぐるみで防火対策
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